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1.  はじめに 

近年スマートフォンの登場により Android OS が

注目されている．Android OSは Linuxカーネルをも

とにオープンソースで開発が進められている携帯

端末向けの OS であり，誰でも改変が可能である．

また，アプリケーションは Java 言語で構築され，

Java VMに相当する Dalvik VMと呼ばれる Android 

OS 独自の仮想マシンの上で動作する．Android OS

はオープンソースであるため利便性が高く，今後

はその重要性が増加していくと考えられる．  

 本稿では，Android OSを搭載した PCおよび携帯

端末を用いて，基本性能の評価および動作解析を

行う． 

2.  基本性能評価 

 基本性能測定のため，Android OS を搭載した PC，

Linux OSを搭載した PC，Android OSを搭載した携

帯端末を用意した．使用した Android のバージョン

は 1.6と 2.1，Linuxは Ubuntu 10.04(kernel 2.6.32-25)

であり，Linux にて用いた Java はバージョン 1.5.0-

19 である．使用計算機，端末を表 1 に示す．性能

測定は，Java 言語で記述された同一のプログラム

を Android DalvikVM上と，Linux Java VM 上で実行

することにより行った． 

Linpackおよび scimark2を用いた CPU性能の測定

結果を図 1 に示す．この結果から Android OS にお

ける性能が Linuxにおける性能より低いことがわか

る．Server PCにおける SOR法の性能を比較すると，

Android OS の性能は Linux OS の約 14%であり，

Netbook 1 におけるモンテカルロ積分の性能を比較

すると，Android OSの性能は Linux OSの約 7%であ

った． 

 Java 言語にて，矩形，直線，円を繰り返し描画

するベンチマークプログラムを作成し，その性能

を測定した．描画性能の測定結果を図 2 に示す．

描画にはダブルバッファリングが用いられている．

描画性能に関しても，多くの例で Linux OS の方が

高い性能を示した．  

通信処理の性能として，HTTP トランザクショ

ンの処理速度を測定した．結果を図 3 に示す．

縦軸は，1秒間に処理した HTTP トランザクショ

ンの数であり，HTTP トランザクションは Web

サーバより 1 バイトのデータを取得するもので

ある．ServerPC は Web サーバとスイッチを介し 
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表 1. 使用計算機および端末 
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図 1. CPU性能 
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図 2. 描画性能 
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図 3. HTTP Transaction  

て接続され，それ以外の実験機は Web サーバと

無線 LAN ルータとスイッチを介して接続されて

いる．図 3 より，通信処理のトランザクション

スループットに関しても Android OS は Linux よ

り性能が低いことが確認された． 

次に，Android OS を用いて SQLite データベー

スアクセスの速度を調査した．測定結果を表 2

に示す．Insert性能は，Int型と String型の 2列で

構成されるテーブルに整数値と 100 バイトの文

字列を 10,000 行 INSERT するのに要した時間を

測定して計測した．Select性能は 10,000行で構成

される上記テーブルに対して全行のスキャン

(SELECT * FROM table;)を 10,000回行うことによ

り計測した．測定結果より，Insert 性能に比べて

Select性能が非常に高いことがわかる． 

3. I/O解析 

 Android OS はオープンソースであるため，OS

を改変することが可能である[1]． 

我々は，性能調査のための I/O解析システムを

Android OS カーネル内に実装した．本解析シス

テムは，カーネル内にメモリを確保し，I/O 要求

が発行されるたびにそれをメモリに記録するも

のである．当解析システムを用いて前章の

SQLite 実験にて発行された I/O を観察した．

Insert 処理にて発行された I/O の発行時刻とアク

セスアドレスの関係を図 4 に，Select 処理にて発

行された I/Oを図 5に示す．図より Insert処理を

繰り返すことによりストレージへの書き込みア

クセスが大量に発行されているが，Select 処理を

繰り返してもストレージへの読み込みアクセス

がほとんど行われていないことがわかる．この

ことから，テーブルデータはキャッシュに格納

されており，これにより Select 処理が高速に行

われていることがわかる． 

 

 

 

表 2. Insert，Select実行時の処理速度 
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図 4. Insert時における I/O 
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図 5. Select時における I/O 

 

4. まとめ 

本稿では，Android OS と Linux OS 基本性能の

調査と，Android OS の I/O 解析システムの構築

を行った．I/O 解析システムを SQLite アクセス

処理に対して適用したところ，カーネル内にて

ストレージアクセス要求を発行させる処理と発

行させない処理を調査できることが確認された．

今後は，当解析システムを用いて性能向上手法

について考察していく予定である． 
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